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平成 26 年度埼玉県農林総合研究センター  

       鳥獣害防除技術研修会  

 

                 日時  ：平成 27 年 3 月 3 日（火） 13:30～ 16:00 

                  場所  ：吉見町民会館（フレサよしみ）小ホール  

 

１  開  会  ＜ 13:30＞  

 

２   挨  拶   

 

 

３  研修会＜ 13:40～ 14： 50＞  

（１）試験研究成果の発表：農林総合研究センター鳥獣害防除担当  

  ア  野生鳥獣害の生息状況とこれからの被害対策について＜資料 P1～ P2＞  

                       【担当部長：古谷益朗】  

 

  イ  ニホンザルの行動域と人里への依存について＜資料 P3～ P4＞  

                       【主任：小川倫史】  

 

  ウ  中型野生動物の電気柵による被害対策について＜資料 P5～ P6＞  

                       【専門研究員：横山素之】  

 

－－－－－－－－－休憩＜ 14:50～ 15:05＞－－－－－－－－－－－－  

 

 

（２）現地対策の事例紹介＜ 15:05～ 15:45＞  

  ア  獣害対策と放任果樹対策について  

      川越農林振興センター技術普及担当  担当課長：伊藤  勉氏  

 

  ・比企郡における鳥獣被害の現状と被害対策の課題  

      東松山農林振興センター技術普及担当  担当部長：畠山修一氏  

 

 

 

４  総合質疑＜ 15:45～ 16:00＞  

 

 

 

５   閉   会  ＜ 16:00＞  



野生鳥獣の生息状況とこれからの被害対策について 

１ ねらい 

 最近、県内の思いもよらない場所からイノシシやサル、シカの目撃情報が寄せられ

るようになった。生息域の拡大は動き出すと早い。拡大を止めるためには、なぜ、こ

のようになってきたのか、また、どのような対処が正しいのかを知る必要がある。本

日の研修会では山の動物と思われてきたイノシシ、サル、シカの現状とこれからの対

策について伝える。また、すでに県内全域に生息しているアライグマ、ハクビシンの

現状と対策についても合わせて提供する。 

 

２ 内容（現在の生息状況） 

（１）イノシシ 

  秩父地域、西部地域の山間部は減少傾向が続いている。これに対し、丘陵地域は

増加傾向である。しかも、平坦地域に近い地域で増加傾向が高く、明らかに楽にエ

サが食べられる場所に生息域を移動させているものと考えられる。 

  本来は丘陵地域から山間地域にかけて生息する動物であるが、身を隠せる安心な

場所と食べ物さえあれば平坦地域でも生活できる。河川敷が荒れ、耕作放棄地が連

坦すればどこでも移動することが出来る。したがって、県内どこでも出没する可能

性があると考えたほうがよい。 

（２）シカ 

  標高１，０００ｍ以上の山間部から丘陵と平坦部の境まで生息域は広がっている。

生息数（推定頭数１０，０００頭）も増加しているため、生息域の拡大は想像以上

に早いものと考えられる。もともと、シカは平坦地域に暮らしていた動物なので、

面積の半分が平坦な埼玉県においても「普通に見られる動物」となる日はそう遠く

ない。 

（３）サル 

  県内には２０群ほどの群れが存在すると考えられる。そのうち１４群の行動域は

テレメトリー調査により解明されている。生息域は西部地域と秩父地域の山間部に

限られているが、近年、拡大の兆候がみられるようになってきた。サルは通常の場

合、決められた行動域を遊動しながら生活をしている。しかし最近は行動域が定ま

らない。とくに西部地域に生息する群れと秩父地域の比企郡に接する群れはその傾

向が強い。 

（４）アライグマ 

  県内全域に生息が確認されているが、密度は地域によって異なる。甘いものを好

むので、これまでは果樹や果菜類の被害ばかりが目立ってきたが、今年度の調査で

水稲を食べることが確認された。今後、水稲被害も問題になると考えられる。 

  今年度から県内の生息状況を地図上で伝えるため、神社・仏閣などの爪あと調査

を開始した。今年度の調査は秩父地域と西部地域の一部であるが、９３％に痕跡が

見つかった。 



（５）ハクビシン 

  県内に広く生息する。最近は山間地域や農村地域よりも市街地域のほうが密度が

高い傾向がある。ハクビシンは家屋の天井裏を休息や繁殖場所として利用するので

建物が多く存在する地域は生活のために都合がよい。また、空き家の増加も生息域

の拡大や個体数の増加の要因となっている。どこでも生活できる能力と縄張りを持

たない生態から条件がよければ都会の中心部でも繁殖は可能と考えてよい。 

３ 今後の見通し（これからの獣害対策） 

 県内、野生鳥獣の生息域は拡大傾向であることが明らかになった。また、人里依存

の傾向も高くなっている。野生鳥獣が増加するためにはエサと隠れ場所が必要である。

現在の状況になった原因は、知らず知らずのうちに養い、繁殖するためのエサを与え

てきたことと林地や農地の荒廃であり、原因を排除していかなくては現在の傾向を止

めることはできない。農業者自らが作物を守る意識を持ち、関係機関とともに耕作放

棄地、林地など隠れ場所や繁殖場所となっている荒廃地の解消を進めることが重要で

ある。 

 鳥獣害対策を円滑に進めるためには、一人ひとりがそれぞれの立場で目的を見失わ

ないことである。農業者の目的は何か。それは収穫と収入である。この目的を達成す

るために何をするかが鳥獣害対策である。そして、今回の研修会のような正しい情報

と技術を伝えるための機会を多く作ることである。少しでも多くの方に正しい情報を

知ってもらい、同じ方向を向いて行動してもらわなければ状況は変わっていかない。 

       

対策の現場で思うこと 

正しい情報が伝わっていない！ 

正しい技術が伝わっていない！ 

自分の畑は自分で守る！ 

自分たちの地域は自分たち守る！ 

どうやって伝えるか？ 

一人ひとりの意識改革

伝えるか？ 

ここが重要！ 

伝われば変わる！ 



ニホンザルの行動域と人里への依存について 

 

１ ねらい 

中山間地域では、ニホンザルによる農作物被害が多発し、観光農業をはじめとす

る地域の農業に深刻な影響を与えている。各地域で追い払いや侵入防止柵の設置な

どの対策が行われ、被害は減少傾向にあるが、有害鳥獣捕獲による個体管理をして

いても頭数は増加傾向にあり、生息域が丘陵地域まで拡大すると予想される（図１）。

これは、人里を餌場とする

ことにより栄養状態が良く

なり、各群の個体数が維持

できていることが要因であ

ると考えらる。野生動物は

冬期の餌量が個体数の増減

に影響することから、ニホ

ンザルの冬期の餌に着目

し、各群の行動域内にある

餌に対する冬期の依存度を

調査した。 

 

              図１ 県内の群の状況と生息地域拡大予測 

２ 内 容 

（１）生態・行動域調査 

  ニホンザルの生活と行動域を知るため、発信器を装着した個体による追跡調査を

行った。結果、行動パターンは季節や餌となるものによって決まり、人里周辺も重

要な餌場として利用されていることを確認された。また、冬期は人里への依存度が

高くなることも確認された（表１）。 

            表１ 各群の人里への依存度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）人里周辺の餌調査 

  人里への依存が何によるものかを検証するため、目視により人里周辺における被

害状況、食痕、糞などの情報を基に調査を行った。冬期の餌として着目したユズは、

１１月上旬～３月上旬まで利用し、特に、餌が最も少なくなる１２月中旬～２月下

旬の依存度が高い。 

（３）行動域内のユズ植栽地の調査 

  ユズへの依存度が高いことから、各

群の行動域内に植栽されているユズの

調査を行った。この結果、ユズの位置

と群の行動記録が一致した（図２）。各

地域で、多数の放任ユズや収穫されて

いても高木化や冬至を過ぎた後の果実

が、春先まで木に残されている状態が

サルの栄養状態を良くし増加を手助け

している可能性が考えられた。 

 

                      

                      

                   図２ ユズの位置と群の行動記録 

３ 今後の見通し 

生息地域の縮小、農作物被害の減少を目指して、効率的な被害対策を進めていく

ためには、徹底した追い払いや冬期の栄養源につながる豊富な餌を無くし、人里へ

依存させないことが必要である。研修会等で追い払いの必要性(図３）、放任ユズの

伐採を提案し、一部地域では取組みが始まっている（図４）。また、高木化したユ

ズを低木化することで残さず収穫できる方法も提案 

し、今後地域と連携した対策を推進していく。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図３ 追い払いの効果              図４ 高木化したユズの伐採 






